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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022年 6月 4 日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 31 号】  

土地所有者必見！ 

再開発に応じるべき？ 決め手はこれ！ 
BEFORE（土地）              AFTER（床） 

     
 

土地所有者にとり、まさに「決め手」とも言えるほど重要な問題。 

それは再開発で「土地」がビルの「床」へ変換される問題です。 
 

今の住友の再開発計画に従えば、 
土地所有者は確実に資産を減らすことになります！ 

 

この点を住友不動産（含む準備組合）は詳しく語ろうとしません。 

「損をしてまで再開発に応じる地権者はいない」からでしょうか？ 
 
戸建ての多い三田５丁目では、地権者の殆どが土地所有者です。 

土地は所有していれば 30 年後も 50 年後も土地としての資産価

値は残ります。一方、「床」は減価償却資産です。たとえ権利変換

のその「瞬間は等価」であったとしても、交換後、床の価値はどんどん

目減りして行き、30 年もたてば二束三文となってしまいます。 

事業者に言われるまま再開発を進めれば、地権者の資産価値は 

時間の経過と共に減って行きます。しかも損失補填はありません。 
 

これが住友再開発の実態です！ 
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「減価償却資産」がまだ良く理解できない？  
「減価償却資産」とは時間の経過と共に価値が減って行く資産のこ

とを言います。「床」と同様に「自動車」もまた減価償却資産です。 

1,000 万円の土地を同額の高級車と交換することをご想像下さい。 

交換時は等価でも、車は 10 年も経てば二束三文ですね！従い、
誰も土地を車と交換したいとは考えません。再開発もこれと同じです。 
 

BEFORE（土地）             AFTER（減価償却資産） 

      
地権者へのしっかりした説明もないまま、事業者は「土地から床への

変換」を進めようとする...これが住友再開発の実態です！ 
 

「動画」の配信が始まりました！ 
 

住友不動産は他地域でもこの問題を詳しく説明しようとしません。 

それならばと、当地と同様、住友が再開発話を進める泉岳寺地域

の住民団体がこの問題をわかりやすく解説した動画を制作し、全国

配信を始めました。この動画はまさに三田５丁目には最適の内容

で、問題の所在もよくわかりますので是非ともご視聴ください。 
 
● 動画タイトル：#8 土地所有者は「再開発」で損をする！ 

● URL: https://www.youtube.com/watch?v=aC9ZSXVllZk 

● 備考：また「泉岳寺・心配する会」のホームページからも視聴できます。 

→ https://sengakujihumanrights.com/ 

● ネットをされない方も是非ご家族や友人に見せて貰って下さい！ 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 
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